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（
報
告
第
１
号
）

令
和
２
年
度
睦
沢
町
健
全
化

判
断
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に

よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
が
監

査
委
員
の
審
査
に
付
さ
れ
、
そ

の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
各
指
標
と
も
、
基
準
値
の
範

囲
内
で
す
。

（
報
告
第
２
号
）

令
和
２
年
度
睦
沢
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
資
金

不
足
比
率

　
報
告
第
１
号
同
様
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
公
営
企
業
と
し
て
算
定
の
結

果
、
資
金
不
足
は
生
じ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
歳
入
全
体
の
約
43
％

を
示
し
、
経
営
は
良
好
と
は
言

い
難
い
状
況
で
す
。

（
報
告
第
３
号
）

令
和
２
年
度
睦
沢
町
一
般
会

計
継
続
費
精
算

　
第
２
期
総
合
戦
略
策
定
支
援

業
務
委
託
及
び
学
校
施
設
整
備

基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
に
係

る
継
続
費
の
精
算
で
す
。

決
算
の
概
要

　
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
は
86
・
0
％
で
前

年
度
比
6
・
1
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
で
す
。
主
な
要
因
は
、
地
方

交
付
税
及
び
地
方
消
費
税
交
付
金
の
増
な
ど
経
常
一
般
財
源
が

増
額
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
末
の
基
金
残
高
は

財
政
調
整
積
立
基
金
を
は
じ
め
、
特
定
目
的
基
金
か
ら
の
取

り
崩
し
は
あ
る
も
の
の
、
教
育
施
設
整
備
基
金
等
へ
の
積
み

立
て
に
よ
り
基
金
全
体
と
し
て
は
前
年
度
比
1
・
51
％
増
の

19
億
１
５
６
８
万
６
３
１
９
円
で
す
。
ま
た
、
町
地
方
債
残
高

は
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
合
計
で
34
億
４
３
６
万
５
７
８
１

円
で
す
。
こ
れ
に
債
務
負
担
行
為
に
係
る
支
出
予
定
額

15
億
２
２
９
３
万
６
０
０
０
円
を
加
え
る
と
町
全
体
の
債
務
は
、

49
億
２
７
３
０
万
１
７
８
１
円
と
な
り
前
年
度
比
3
・
94
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
第
３
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
９
日
か
ら
10
日
ま
で
の

２
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
ほ
か
５
特
別
会
計
決
算
の
認
定
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
４
件
・
発
議
案
１
件
・
承
認
１
件
・
諮
問
１
件
は
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
４
名
の
議
員
が
行
い
町
政
の
課
題
を
問
い
ま
し
た
。

第
３
回
議
会
定
例
会

こんなことが決まりました

健全化判断比率　（単位：％）
指　　標 令和

元年度
令和
２年度

早期健全化
基準

財政再生
基準

ア
実質赤字比率

-4.84 -6.18 15.0 20.0 普通会計の赤字から
財政運営の深刻度を
みる比率

イ
連結実質赤字比率

-6.38 -7.70 20.0 30.0 すべての会計の赤字
から財政運営の深刻
度をみる比率

ウ
実質公債費比率

5.00 5.50 25.0 35.0 借金の返済額などの
大きさから資金繰り
の危険度をみる比率

エ
将来負担比率

50.6 43.4 350.0 町が抱える負債の残
高から将来財政への
圧迫度をみる比率

※�実質赤字比率、連結実質赤字比率について赤字はなく、
実質公債比率及び将来負担比率も早期健全化比率を下
回っており、健全な状況を示しています。

※�実質収支または連結実質収支が黒字である場合、「実質赤
字比率（％）」または「連結実質赤字比率（％）」は負の
値で表示されます。

特別会計決算
国民健康保険特別会計

歳入総額 10 億 1,051 万 9,670 円
歳出総額 9 億 9,681 万 1,113 円

　被保険者数は、1,890 人で前年度比 16 人の減です。
　歳出の主な内容は、保険給付費・国保事業費納付金です。

農業集落排水事業特別会計
歳入総額 7,204 万 7,215 円
歳出総額 7,105 万 2,890 円

　�農業集落排水施設は 142 戸が供用し、特定地域生活排水処理施設は
396 基です。

　�歳出の主な内容は、農業集落排水施設の管理費、特定地域生活排水処
理施設の事業費です。

介護保険特別会計
歳入総額 8 億 2,174 万 4,019 円
歳出総額 8 億 38 万 1,212 円

　介護認定者数は、421 人で前年度比 6 人の減です。
　�歳出の主な内容は、保険給付費が多く、予防事業並びに包括的支援事

業です。
かずさ有機センター特別会計

歳入総額 2,835 万 8,055 円
歳出総額 2,542 万 1,899 円

　�歳出の主な内容は、会計年度任用職員の人件費やそれに伴う社会保険
料及び施設等整備基金への積立金等です。

後期高齢者医療特別会計
歳入総額 1 億 1,141 万 7,281 円
歳出総額 1 億 1,054 万 9,876 円

　被保険者数は、1,424 人で前年度比 2 人の減です。
　歳出の主な内容は、広域連合納付金、人間ドック補助金 32 人分等です。
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総　
　
務

丸
山
克
雄
議
員　
職
員
研
修
の

講
座
は
ど
の
よ
う
に
選
択
し
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
研
修
後
の

情
報
共
有
は
庁
内
で
で
き
て
い

ま
す
か
。

行
政
管
財
班
長　
千
葉
県
自
治

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
税・給
与・

業
務
改
善
関
係
が
主
な
も
の
で

す
が
、
長
生
郡
市
広
域
市
町
村

圏
組
合
で
の
初
級
・
中
級
・
上

級
職
員
研
修
に
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
受
講
者
本
人
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
が
目
的
で
す
。

副
町
長　
職
員
研
修
は
職
階
・

職
種
に
合
わ
せ
て
専
門
分
野
を

受
講
し
て
お
り
、
特
別
な
事
は

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
邉
明
佳
議
員　
優
秀
な
人
材

が
退
職
し
て
い
る
が
、
効
率
的

な
人
事
管
理
は
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
。

町
長　
本
人
の
都
合
で
退
職
と

な
り
ま
し
た
が
、
本
町
で
の
経

験
を
誇
り
に
し
て
い
ま
し
た
の

で
快
く
送
り
出
し
ま
し
た
。

中
村
義
徳
議
員　
職
員
に
つ
い

て
、
町
長
の
議
員
時
代
の
目
線

一
般
会
計

決　算　総　括　質　疑

と
現
在
で
は
ど
う
違
い
ま
す
か
。

町
長　
役
場
職
員
は
守
ら
れ
て

い
る
、
だ
か
ら
甘
え
が
職
務
態

度
に
出
る
職
員
も
い
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
役
場
に
入
っ

て
か
ら
感
心
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
、
主

に
健
康
保
険
課
が
中
心
に
な
っ

て
献
身
的
に
住
民
本
位
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
姿
で
す
。
職

員
の
な
か
で
も
温
度
差
が
あ
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
な
る
べ

く
意
識
が
平
準
化
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

議
員　
大
事
な
の
は
住
民
へ
の

対
応
だ
と
思
い
ま
す
。
他
の
役

場
で
の
体
験
で
す
が
、
目
線
が

あ
っ
た
人
が
す
ぐ
に
応
じ
て
く

れ
ま
し
た
。
睦
沢
町
で
は
反
応

が
よ
く
な
い
。
ま
た
、
優
秀
な

職
員
が
残
る
よ
う
に
皆
で
課
題

に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

副
町
長　

住
民
へ
の
挨
拶
は

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
心
の
ケ
ア
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。財　

　
政

丸
山
克
雄
議
員　
令
和
2
年
度

決
算
は
基
金
を
若
干
増
や
し
債

務
を
減
ら
し
た
が
、
基
本
的
な

姿
勢
は
何
で
し
た
か
。

町
長　
今
後
の
大
き
な
事
業
と

し
て
学
校
建
設
が
あ
り
ま
す
。

学
校
建
設
基
金
を
積
み
立
て
な

が
ら
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維

持
す
る
こ
と
を
基
本
に
置
き
、

令
和
３
年
度
予
算
は
枠
配
分
方

式
に
し
た
こ
と
で
、
各
課
で
事

業
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
満
足
度
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員　
自
治
体
経
営
の
面
で
は

民
間
の
活
力
を
取
り
込
む
こ
と

で
歳
入
を
増
や
す
事
が
必
要
か

と
考
え
ま
す
が
。

町
長　
昨
年
度
か
ら
様
々
な
民

間
の
案
件
が
持
ち
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
土
地
の

転
用
問
題
が
足
か
せ
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
多
く
、
千
葉
県
知

事
に
も
土
地
の
有
効
活
用
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
地
を
守
っ
て
い
く
上
で
の
土

地
政
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り

伊
原
邦
雄
議
員　

町
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
数
年
に
わ
た
っ

て
行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
効
果

は
出
て
い
る
の
か
、
検
証
は
し

て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
交
通
問
題
に
取
り
組

む
「
く
ら
し
の
足
」
の
利
用
対

象
者
は
何
人
い
ま
す
か
。

町
長　
町
民
が
住
ん
で
良
か
っ

た
と
い
う
満
足
度
が
上
が
ら
な

け
れ
ば
、
関
係
人
口
・
交
流
人

口
は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

道
の
駅
や
パ
ー
ク
む
つ
ざ
わ
に

は
町
民
の
た
め
の
運
営
の
改
善

を
進
め
て
も
ら
い
、
結
果
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

企
画
財
政
課
長　
「
ふ
る
さ
と

応
援
隊
」
に
は
様
々
な
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
睦
沢
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
く
ら
し
の
足
」
の
令
和
2
年

度
の
延
べ
利
用
者
は
96
人
で
す
。

地
域
振
興

田
邉
明
佳
議
員　
総
合
戦
略
で

の
雇
用
の
創
出
と
、
農
業
の
再

生
と
活
性
化
は
で
き
ま
し
た
か
。

　
ま
た
若
い
世
代
の
居
住
環
境

の
具
体
的
な
創
出
は
で
き
ま
し

た
か
。

産
業
建
設
課
長　
農
業
環
境
を

保
全
す
る
た
め
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
を
活
用
し
ま
し
た
。

ま
た
、
主
食
米
の
需
給
安
定
に

向
け
て
補
助
金
を
活
用
し
支
援

し
ま
し
た
。
農
業
経
営
の
向
上

を
図
る
対
策
を
さ
ら
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

企
画
財
政
課
長　
Ｉ
Ｔ
・
Ｉ
Ｏ

Ｔ
を
活
用
し
た
未
来
型
サ
ー
ビ

ス
を
教
育
分
野
で
行
い
、
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
。

議
員　
町
は
本
当
に
農
業
を
次

世
代
に
つ
な
ぐ
気
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
は
で
き
ま
し
た
か
。

町
長　
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
の
負
担
は
十
分
承
知
し
て
い

ま
す
。
次
世
代
に
つ
な
ぐ
と
い

う
と
こ
ろ
は
農
業
従
事
者
を
ど

う
や
っ
て
増
や
し
て
い
く
か
、

兼
業
農
家
の
進
め
方
等
を
模
索

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

教　
　
育

田
邉
明
佳
議
員　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

む
つ
ざ
わ
の
教
育
が
最
適
化
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
課
長　
Wi
－
Fi
備
し
た
こ

と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど

子
ど
も
の
ス
キ
ル
に
合
っ
た
授

業
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
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議
員　
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
で
、

保
護
者
の
不
安
軽
減
は
で
き
て

い
ま
し
た
か
。

教
育
課
長　
学
校
で
の
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
は
し
っ
か
り
と
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護

者
面
談
も
十
分
に
時
間
を
と
っ

て
行
い
、
不
安
解
消
に
つ
な
げ

ま
し
た
。

酒
井
康
雄
議
員　
コ
ロ
ナ
禍
で
、

子
ど
も
た
ち
の
水
泳
指
導
が
で

き
な
い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
体

力
向
上
を
図
り
ま
し
た
か
。

教
育
長　
プ
ー
ル
の
中
は
感
染

リ
ス
ク
が
高
い
た
め
授
業
で
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
夏
休

み
期
間
の
水
泳
は
個
人
の
責
任

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
授
業
で

は
体
力
が
低
下
し
な
い
よ
う
ほ

か
の
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

田
邉
明
佳
議
員　
入
院
外
来
の

件
数
の
減
少
、
給
付
費
の
増
加

傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、

高
度
な
医
療
や
投
薬
を
必
要
と

す
る
疾
患
が
増
え
て
い
る
と
推

測
さ
れ
る
と
あ
り
ま
す
が
、
人

間
ド
ッ
ク
の
助
成
、
特
定
健
康

診
査
が
減
と
い
う
こ
と
に
、
因

果
関
係
は
あ
り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長　
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
あ
っ
た
と
は
感
じ
て
い
ま

す
が
、
今
時
点
で
は
、
因
果
関

係
を
答
え
る
の
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

丸
山
克
雄
議
員　
介
護
保
険
の

第
２
号
被
保
険
者
が
減
り
ま
し

た
。
人
口
の
関
係
で
減
っ
て
い

く
と
思
う
が
、
２
年
度
は
認
知

症
関
係
の
サ
ー
ビ
ス
・
包
括
的

支
援
事
業
が
減
っ
て
い
る
が
こ

の
要
因
は
何
で
す
か
。

福
祉
課
長　
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
各
種
介
護
予
防
事
業
を
中

止
し
た
こ
と
か
ら
費
用
減
と
な

り
ま
し
た
。

健
康
保
険
課
主
幹　
２
号
被
保

険
者
の
40
才
か
ら
64
才
ま
で
は

減
っ
て
い
ま
す
が
65
才
以
上
は

増
え
て
い
ま
す
。
今
現
在
、
減

る
と
い
う
現
象
で
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

　
令
和
２
年
度
各
会
計
決
算
を

審
査
す
る
た
め
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
議
員
全
員
で
、
委
員

長
並
び
に
副
委
員
長
３
名
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
久
我　
政
史

副
委
員
長　
田
邉　
明
佳

副
委
員
長　
中
村　
　
勇

副
委
員
長　
久
我　
眞
澄

町道下之郷野中線　道路改良工事

睦沢中学校　トイレ改修工事

決　算　総　括　質　疑



第170号2021年（令和3年）11月15日 むつざわ 議会だより

（5）

（
承
認
第
１
号
）

令
和
３
年
度
睦
沢
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の

専
決
処
分

　
874
万
９
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
33
億
７
千
664
万
２
千
円

と
す
る
も
の
で
、
令
和
３
年
８

月
の
台
風
に
よ
る
被
害
を
受
け

た
道
路
及
び
農
業
用
施
設
等
に

係
る
経
費
の
専
決
処
分
で
す
。

（
議
案
第
１
号
）

　
睦
沢
町
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
地
方

公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構

が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

発
行
す
る
も
の
と
明
文
化
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
再
発
行
に
関

す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
機

構
が
徴
収
す
る
た
め
改
正
す
る

も
の
で
す
。

（
議
案
第
２
号
）

　
令
和
３
年
度
睦
沢
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
本
補
正
予
算
は
、
709
万
1
千

円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予

算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

33
億
8
千
373
万
3
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
事
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
他
、
主
に

各
種
業
務
の
委
託
料
で
、
上
市

場
関
戸
線
の
道
路
改
良
工
事
に

係
る
調
査
設
計
業
務
、
定
年
延

長
に
伴
う
新
制
度
支
援
業
務
、

例
規
等
作
成
業
務
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
改
定
業
務
、

小
中
学
校
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
調

査
業
務
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
登
録

の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

業
務
な
ど
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
国
・
県
支
出
金

を
各
歳
出
の
特
定
財
源
と
し
、

繰
入
金
は
財
政
調
整
積
立
基
金

の
減
額
で
す
。

（
議
案
第
３
号
）

令
和
3
年
度
睦
沢
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　
1
千
915
万
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
8
億
9
千
496
万
7
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

（
議
案
第
４
号
）

睦
沢
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
の
同
意

　
任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

住
所　
睦
沢
町
佐
貫

�

２
９
７
４
番
地

氏
名　
藤
原　
雪
枝

�

昭
和
46
年
1
月
19
日
生

（
諮
問
第
１
号
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
の
同
意

　
次
の
方
を
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

住
所　
睦
沢
町
上
市
場

�

１
４
３
２
番
地
1

氏
名　
久
我　
信
子

�

昭
和
30
年
11
月
7
日
生

提
出
の
決
ま
っ
た
意
見
書

（
発
議
案
第
１
号
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
、
地
方

税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書

令和３年第３回定例会　議員別表決結果一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　等

　議　案　名　等
審議結果

米
倉
英
希

島
貫　

孝

小
川
清
隆

酒
井
康
雄

丸
山
克
雄

久
我
眞
澄

伊
原
邦
雄

久
我
政
史

田
邉
明
佳

中
村
義
德

中
村　

勇

市
原
重
光

麻
生
安
夫

今
関
澄
男

承
認 第１号 令和３年度睦沢町一般会計補正予算（第２号）の専決

処分の承認について 承認 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

認
定 第１号 令和２年度睦沢町各会計歳入歳出決算認定について 決算審査特別

委員会へ付託

議　
　
　
　
案  

第１号 睦沢町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可決 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第２号 令和３年度睦沢町一般会計補正予算（第 3号） 可決 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第３号 令和３年度睦沢町介護保険特別会計補正予算
（第２号） 可決 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

第４号 睦沢町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ
とについて 同意 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

諮
問 第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適当と

認める 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発
議
案
第１号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源

の充実を求める意見書について 可決 全会一致 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

※表の見方　　○：賛成、×：反対、欠：欠席、退：退席、除：除斥、議長は表決に加わらないため「－」で表示

こんなことが決まりました
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県道 85号線　上市場地先

町 政 の 課 題 を 問 う 一 般 質 問

町
長　

こ
の
事
業
と

は
一
部
異
な
り
ま
す

が
、
本
町
で
は
住
宅
取

得
に
対
し
て
、
新
築
で

は
50
万
円
、
中
古
は

30
万
円
、
さ
ら
に
町
内

の
施
工
業
者
に
よ
る
リ

フ
ォ
ー
ム
の
場
合
50
万

円
を
補
助
す
る
な
ど
手

厚
く
し
て
い
ま
す
。

議
員　
本
町
の
交
付
要

綱
で
は
住
宅
取
得
補
助

金
は
令
和
5
年
3
月
31

日
で
終
了
し
ま
す
。
家

賃
補
助
は
昨
年
で
締
切

ら
れ
新
規
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
引
越
費
補
助

の
項
目
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
結
婚
し
新
生
活
を
始

め
る
際
、
住
宅
取
得
・

家
賃
・
引
越
は
ほ
と
ん

ど
の
夫
婦
が
支
出
す
る

費
用
で
、
こ
の
部
分
の

支
援
の
有
無
は
自
治
体

間
の
大
き
な
差
に
な
り

ま
す
。
補
助
金
の
額
は

と
も
あ
れ
、
支
援
の
項

目
が
本
町
に
は
あ
る
と

い
う
事
が
重
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
定
住
施
策
の
根

底
に
は
、
い
ま
睦
沢
町

て
行
い
ま
す
。

議
員　
小
中
学
校
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い

て
、
教
職
員
等
へ
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
完
了
済

み
で
し
ょ
う
か
。

健
康
保
険
課
長　
接
種

を
希
望
す
る
教
職
員
、

保
育
士
に
つ
い
て
は
ほ

ぼ
全
員
接
種
を
し
て
い

ま
す
。

議
員　
こ
ど
も
園
が
２

週
間
の
休
園
と
な
っ
た

経
緯
は
何
故
で
す
か
。

教
育
長　
職
員
は
シ
フ

ト
制
で
勤
務
し
て
お
り

園
児
と
接
す
る
職
員
が

多
く
な
り
ま
す
。
２
歳

児
ま
で
は
マ
ス
ク
を
着

用
し
て
お
ら
ず
、
社
会

的
距
離
の
確
保
も
現
実

的
で
は
な
い
た
め
に
職

員
、
園
児
の
多
数
が
濃

厚
接
触
者
と
判
断
さ
れ

ま
し
た
。

議
員　
こ
ど
も
園
か
ら

の
連
絡
メ
ー
ル
が
届
か

な
か
っ
た
保
護
者
が
い

た
が
原
因
は
判
明
し
ま

し
た
か
。

教
育
課
長　
業
者
に
確

に
住
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
の
満
足
度
を

上
げ
る
こ
と
で
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

近
隣
自
治
体
と
比
較
し

て
補
助
項
目
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員　
本
町
に
お
け
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
と
支
援
の
あ
り
方
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
年
齢
や
成
長
の

度
合
い
に
見
合
わ
な
い

重
い
責
任
を
負
い
、
本

来
大
人
が
担
う
よ
う
な

家
族
の
介
護
や
弟
妹
の

世
話
を
し
て
い
る
18
歳

未
満
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
情

報
を
共
有
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
個
別
に
関

係
機
関
と
連
携
し
、
早

期
発
見
に
努
め
、
子
ど

も
自
身
や
家
族
を
含
め

支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

教
育
行
政
全
般
に
つ

い
て

・�

奨
学
金
事
業
に
つ
い

て

認
し
た
が
原
因
は
判
明

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　
こ
ど
も
園
か
ら

の
最
初
の
連
絡
が
８
月

１
日
の
夜
、
小
中
学
校

保
護
者
へ
の
連
絡
が
３

日
の
朝
で
し
た
が
、
２

日
は
部
活
動
が
行
わ
れ

て
い
た
が
、
も
っ
と
早

く
連
絡
で
き
た
の
で
は

な
い
で
す
か
。

教
育
課
長　
保
健
所
か

ら
濃
厚
接
触
者
の
特
定

が
２
日
の
夕
方
で
し
た

の
で
連
絡
が
遅
く
な
り

ま
し
た
。

議
員　
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
へ
の
対
応
は
進
ん
で

い
ま
す
か
。

教
育
長　
９
月
中
に
校

内
で
リ
モ
ー
ト
授
業
の

実
験
を
行
い
ま
す
。

丸
山
克
雄　
議
員

島
貫　
孝　
議
員

　
内
閣
府
の
結
婚
新
生

活
支
援
事
業
は
若
者
世

代
の
住
宅
取
得
費
や
家

賃
、
引
越
費
用
な
ど

30
万
円
ま
で
を
助
成
す

る
も
の
で
、
近
隣
自
治

体
も
取
り
入
れ
好
評
の

よ
う
で
す
。
本
町
で
も

始
め
て
は
ど
う
で
す
か
。

　
八
街
市
の
事
故
を
受

け
睦
沢
町
で
も
通
学
路

の
調
査
を
し
た
と
思
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
対

策
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長　
警
察
と
危
険

個
所
の
現
地
調
査
を
行

い
、
標
示
の
引
き
直
し

や
、
歩
道
に
出
た
庭
木

の
伐
採
等
を
今
年
度
か

ら
令
和
４
年
度
に
か
け

町長　若者世帯の移住定住を
　促進していきます

教育長　現地調査を行いました

結婚新生活支援事業を
進めては

危険な通学路について
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上市場区　自主防災組織

町 政 の 課 題 を 問 う一 般 質 問

災
組
織
を
参
考
に
、
各

区
に
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
町
と

し
て
も
、
災
害
時
に

お
け
る
対
応
に
つ
い
て
、

区
長
会
の
中
で
協
力
し
、

地
域
の
防
災
力
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
防

災
関
係
団
体
と
連
携
し

た
自
主
防
災
組
織
体
制

の
構
築
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

議
員　
８
月
８
日
の
土

砂
災
害
警
戒
情
報
が
流

れ
た
際
、
対
策
本
部
を

設
置
し
、
現
場
状
況
を

確
認
す
る
た
め
、
ど
の

程
度
の
地
区
巡
回
を
行

い
ま
し
た
か
。

町
長　
大
雨
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
が
発
令
さ

れ
、
災
害
対
策
本
部
で

は
早
急
に
町
内
の
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
四

班
に
分
か
れ
て
職
員
に

よ
る
町
内
全
域
を
巡
回

し
ま
し
た
。
巡
回
に
よ

り
集
約
し
た
情
報
を
も

と
に
、
倒
木
や
冠
水
に

よ
る
通
行
に
危
険
が

あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て

す
が
、
避
難
所
に
お
け

る
コ
ロ
ナ
対
策
は
内
閣

府
、
消
防
庁
、
厚
生
労

働
省
連
名
通
知
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
も

の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
コ
ロ
ナ
対
策
に

よ
り
収
容
人
数
が
３
か

ら
４
割
減
と
な
り
ま
す

の
で
、
親
戚
や
友
人
宅
、

車
中
泊
等
に
つ
い
て
周

知
し
ま
し
た
。
ま
た
、

広
い
敷
地
を
も
つ
民
間

企
業
と
の
災
害
協
定
を

結
ん
で
い
ま
す
。

議
員　
災
害
時
に
お
け

る
道
の
駅
の
役
割
に
つ

い
て
周
知
が
不
十
分
で

は
な
い
で
す
か
。

町
長　
よ
り
い
っ
そ
う

の
周
知
を
進
め
て
参
り

ま
す
。

議
員　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
道
の
駅
や
災
害

時
の
行
動
に
つ
い
て
解

か
り
づ
ら
い
と
思
い
ま

す
。
工
夫
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
。

町
長　
防
災
ア
プ
リ
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

行
政
管
財
班
長　
協
議

を
重
ね
、
皆
様
に
情
報

は
通
行
止
め
や
伐
採
、

ま
た
危
険
な
箇
所
等
に

つ
い
て
は
直
接
住
民
等

へ
声
か
け
を
実
施
し
、

災
害
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
べ
く
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

対
応
を
し
ま
し
た
。

議
員　
一
宮
川
上
流
の

瑞
沢
川
、
埴
生
川
の
法

面
の
竹
等
の
伐
採
、
堆

積
土
の
撤
去
を
こ
の
一

年
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
災
害
対
策
も
含

め
た
維
持
管
理
を
町
は

県
に
ど
の
よ
う
に
働
き

か
け
、
予
算
化
を
図
る

よ
う
に
要
望
し
て
い
ま

す
か
。

町
長　
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
み
、
草
刈
り

作
業
が
困
難
に
な
っ
て

い
く
状
況
を
鑑
み
な
が

ら
竹
木
伐
採
、
堆
積
土

の
撤
去
が
完
了
し
た
埴

生
川
に
お
い
て
も
維
持

管
理
費
の
予
算
確
保
が

な
さ
れ
る
よ
う
千
葉
県

に
要
望
し
、
方
向
性
を

決
め
る
よ
う
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員　
町
は
避
難
所
や

自
主
防
災
組
織
の
対
応

能
力
向
上
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
が
、
現
状
は
。

町
長　
防
災
活
動
に
必

要
な
資
機
材
の
配
布
、

防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
育
成
な
ど
様
々

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

議
員　
町
が
各
地
区
の

実
状
に
沿
っ
た
防
災
の

問
題
点
を
洗
い
出
し
、

な
げ
か
け
る
こ
と
も
必

要
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長　
個
人
情
報
の
観

点
か
ら
進
ま
な
か
っ
た

点
も
あ
り
ま
す
が
、
各

地
区
の
民
生
委
員
、
区

の
役
員
、
地
区
の
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
方
々
と
情

報
を
共
有
し
自
主
防
災

組
織
の
作
り
込
み
を
し

て
い
き
ま
す
。

酒
井
康
雄　
議
員

田
邉
明
佳　
議
員

　
現
時
点
で
の
自
主
防

災
組
織
の
取
り
組
み
状

況
を
把
握
し
、
ど
の
よ

う
に
指
導
に
当
た
っ
て

い
ま
す
か
。

町
長　
自
主
防
災
組
織

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
に
お
け
る

参
集
基
準
や
対
応
方
法

な
ど
、
い
ち
早
く
定
め

ら
れ
た
上
市
場
自
主
防

　
６
月
11
日
に
災
害
対

応
に
女
性
視
点
を
取
り

入
れ
る
よ
う
各
自
治
体

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
取
り
組
み

は
。

町
長　
防
災
会
議
の
委

員
を
早
期
に
15
％
と
し

ま
し
た
。

議
員　

災
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
い
ま

町長　自主防災組織体制の構築を
さらに推進します　

町長　防災会議の女性委員を
30％目指します

自主防災組織の編成及び
運営の現状は

防災に女性の視点を
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議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

　
睦
沢
町
議
会
で
は
、
令
和
３

年
９
月
定
例
会
か
ら
、
議
会
の

動
画
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
議
会
に
傍
聴
に
来
る
こ
と
が

で
き
な
い
方
で
も
、
議
会
開
催

日
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
ラ
イ
ブ
中
継
（
生
中
継
）
を

ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
お
お

む
ね
７
日
後
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）
か
ら
録
画
放
送
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で

き
る
環
境
で
あ
れ
ば
、
公
開
中

の
映
像
を
い
つ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

詳しくは、議会事務局 ☎44-2510へ
お問い合わせください。

議会を傍聴しませんか

12月6日（月）から
第4回（12月）定例会は

開催の予定です。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
さ
れ
て
い

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
多
く
の
国
民
が

感
染
拡
大
を
懸
念
す
る
中
、
政

治
決
断
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
多
く
の
感
動
を
頂
い
た
。

　
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
最

年
長
金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
な
っ
た

杉
浦
佳
子
さ
ん
の
「
最
年
少
記

録
は
二
度
な
い
が
最
年
長
記
録

は
ま
た
作
れ
る
」
の
名
言
は
、 

人
間
の
可
能
性
に
驚
き
と
感
動

を
覚
え
心
に
響
い
た
。
閉
会
し

た
今
、
多
く
の
方
は
「
開
催
し

て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る

と
思
う
。

　
批
判
や
問
題
点
に
対
策
を
講

じ
な
が
ら
実
行
す
る
こ
と
が
、

ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
か
、
そ

の
問
題
点
を
乗
り
越
え
る
案
を

示
さ
ず
に
批
判
だ
け
す
る
こ
と

が
無
い
よ
う
に
心
掛
け
た
い
。

　
そ
し
て
、
緊
急
事
態
宣
言
は
、

今
年
の
９
月
に
解
除
と
な
っ
た
。

10
月
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
程
、

感
染
者
数
が
激
減
し
て
い
る
が

未
だ
感
染
拡
大
に
は
不
安
を
覚

え
ま
す
。�

小
川
清
隆　
記

議会活動日誌
月　日 行　事　内　容 月　日 行　事　内　容

8 月

10日 長生郡市議員会役員会

9月

22日 例月出納検査

17日 国民健康保険運営協議会 27日 長生広域組合議会定例会

20日 例月出納検査 28日 長生広域組合議会決算審査特別委員会

23日
議会運営委員会・全員協議会 30日 議会だより編集特別委員会

議員全体会議・議会改革特別委員会

10月

7日 決算審査特別委員会（～ 8日）

26日 九十九里地域水道企業団理事会 14日 議会だより編集特別委員会（15日、27日）

30日 かずさ有機センター運営協議会 21日 後期高齢者医療議会全員協議会

9月
3日 一宮聖苑組合議会 22日 例月出納検査

9日 第３回議会定例会（～ 10日） 25日 長生広域組合例月出納検査

表紙写真を募集しています
　睦沢町議会だより編集特別委員会では、年４回（５月、８月、11月、２月）議会だよりを発行しています。
身近な議会だよりとなりますよう、町民の皆様から表紙等の写真を募集しています。なお、採用された場合、
タイトル、掲載者名を表紙に掲載させていただきます。
☆募集写真のテーマ
　睦沢町内の四季折々の風景、名所、地域行事など
☆応募方法
　１．作品には、題名、撮影場所、撮影日時、住所、氏名、電話番号をご記入ください。
　２．�直接議会事務局へお持ちいただくか、郵送でお願いします。デジタルデータの場合は議会事務局（☎

0475-44-2510）へご相談ください。（ただし、画像処理したものは不可）


